


　　 小さい頃から触れ合ってきた
地元の自然が、中学生ごろから土地
開発などで破壊されていく様子を見
て、自然を守っていきたいと思うよう
になり、環境学部のあるこの大学で
学ぼうと思いました。

　　 私は様々な分野に興味がある
ため、幅広い分野について学ぶこと
ができるこの大学を選びました。
様々な環境分野の基礎を1年生か
ら学ぶことができるので、自分の興
味を見つけやすいです。

　　 この大学に学びたい学部があ
り、小規模な大学というところに魅力
を感じました。少人数だと先生とのコ
ミュニケーションが取りやすいので良
いなと思いました。また、田舎でゆった
りと生活したかったというのも理由の
ひとつです。

　　 高校生の頃から地域でボラン
ティア活動するなど、将来地域活性

する様々な分野を学んでいます。今は
まだ、自分が将来何をしたいのか迷っ
ているので、色々な分野について学ん
でいきたいですね。

　　 規模の小さい大学なので、教
授や学生同士の距離が近く、仲良く
なる機会が多いことです。高校生の
頃に見た大学のパンフレットにも、皆
の距離が近い大学だと紹介されてい
ましたが、実際に入学してみて、まさ
にその通りでしたね。

　　 私も井上さんと同じですね。小
規模な大学なので、学部と学年を超
えてたくさんの人と話す機会が多く
て楽しいです。先生方が、様々な環
境に関するボランティア活動やイベ
ントなどを紹介してくれるので、学外
でも環境の知識を高めることができ
るし、大学の図書館には環境に関す
る専門書が多いのも魅力です。

 　　私も2人と同じで、皆の距離が
近いことです。わからないことは先輩

化について考えていきたいと思って
いました。この大学なら地域活性化
について学ぶことができると感じ、選
びました。

　　 4月から森林を専門にしている
先生のゼミで、森林について研究を
していきます。鳥取県にある智頭町と
いう町には、森林を活用した『森のよ
うちえん』があるのですが、そこの調
査をしてみたいです。

　　 まだ1年生なので、専門教育を
学ぶための基礎科目を学んでいま
す。私は海洋生物が好きなので、こ
れから海に関係する科目を積極的
に学んでいき、知識を深めたいです。
また、植物学の授業を受講して、興
味がなかった分野にも関心が広がっ
ています。

　　 私は、地域活性化について学
び、将来は市役所などで地域に密
着した仕事をしたいです。そのため
に、地域を活性化させるための鳥取
県の政策について調べていきたいで
すね。

　　 地域の活性化に興味を持って
大学に入りましたが、今はマーケティ
ングや流通論、会計など、経営に関
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井上 井上

渡辺

渡辺

本田

学生４人に、大学の魅力や今学んでいること、
鳥取での生活について話を聞きました。
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に聞きやすく、所属している大学祭
実行委員会とサイクリング部の先輩
にはお世話になっていますね。あと
は一緒にいて楽しい友達もできまし
た。一緒に授業を受けたり、夏休みに
旅行したり、家で遊んだりと、大学生
ならではの生活を楽しんでいます。

　　 授業でグループ活動をするな
かで責任あるポジションに立つなどし
て、責任感が強くなりました。あとは、初
めての一人暮らしやアルバイトを通し
て、自立心を養うことができた点も、こ
の大学に入学して良かったことですね。

 　　私も鳥取の自然を満喫してい
ます。春は、海に毎週のように行っ
て、写真を撮ったり、貝殻を拾ったりし
ていました。夏は、サイクリングをした
り、川遊びをしたり。秋は、紅葉がとて
もきれいで、四季折々の遊び方ができ
るのが鳥取の魅力です。

　　 大学生活では積極的に活動し
ようと意識しています。イベントにで
きるだけ参加したり、委員会と部活
動に入り積極的に参加し、毎日充実
した生活を送ることができています。
鳥取の生活の中で、高校生の頃より
も社交的になりましたね。

　　 地元の徳島県と雰囲気が似て
いるので生活しやすいですが、冬の雪
は大変なときがあります。あとは、最初
は一人暮らしの生活が大変でした。
親のありがたさを知ることができまし
たね。実家に帰ったときは積極的に手
伝いをしています。

　　 鳥取は豊かな自然を活かした
アクティビティを楽しむことができま
す。夏は沢を登るウォータークライミ
ングに行きました。今年の冬はスキー
やスノーボードを楽しみたいですね。
アウトドアが好きな人には鳥取はお
すすめです。

本田

小出

井上

渡辺

小出
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　2012年4月、広島大学経済学部を定年
退職して、鳥取環境大学（大学名に「公
立」がまだ付いていませんでした）経営学
部に着任しました。いきなり学部長を命じ
られ、面食らいました。経営学部の先生方
も困惑されたのではないかと思います。し
かし、教職員の皆様の御支援を得て、なん
とか歩み始めることが出来ました。2012年
4月は、鳥取環境大学が公立大学法人とし
て新たに発足した年でした。学部構成も、
環境学部と経営学部の新学部が発足しま
した。私は、広島大学以前にも、幾つかの
大学に勤務していましたが、いずれも、既に
長い歴史を持って、出来上がった大学・学
部でした。鳥取環境大学で、初めて、新た
な大学・学部作りに加わることになったの
です。その際、私の脳裏にあった「大学像」
は以下のようなものです。

　そもそも「大学」の歴史は、12世紀頃の
ヨーロッパの都市で学生と教師の共同組
合として始まった。法学、医学、神学が中心
であった。このような大学はやがて衰退す
るが、19世紀初頭のプロイセン国民国家
でベルリン大学として復活する。実験室や
ゼミ室で研究を通じて教育するという方
式で近代科学における様々な成果が生み
出された。教育は既存の知識体系を伝授
することで、研究は既存の知識体系を乗り
越えて新しい知識体系を構築する営みで
ある。このような大学像は日本にも伝わり
戦前の帝国大学の基礎となった。又、アメ
リカ合衆国にも伝わり、既存の「大学」（ラ
テン語や古典の教養を教えた）の上に「大
学院」（研究が中心）があるという形で発展
した。この方式は、戦後の日本にも導入さ
れた。このような大学の歴史が示すように、

大学においては研究と教育が一体のもの
である（研究を通じた教育、研究に支えら
れた教育）。
　大学の質を高めるとは、より優れた研究
に支えられたより優れた教育を目指すこと
であると考えます。但し、これは大学の基
本的なあり方で、現実には研究に重点を
置いた大学、教育に重点を置いた大学等
があります。公立鳥取環境大学は、教育に
重点を置いた大学として発展すべきである
と思います。公立鳥取環境大学が更に素
晴らしい大学になるよう祈念します。有り
難うございました。

経営学部  学部長

冨岡 庄一 教授

環境学部  教授
松村 治夫
（在職：2011年4月～）

環境学部  教授
岡崎 誠
（在職：2001年4月～）

経営学部  教授 冨岡 庄一 （在職：2012年4月～）

経営学部  教授
武部 隆
（在職：2012年4月～）

経営学部  教授
日置 弘一郎
（在職：2015年4月～）

経営学部  教授
北﨑 寛
（在職：2009年4月～）

経営学部  准教授
泉 美智子
（在職：2012年4月～）

　2017年10月に環境学部に着任致しました。私の専門は農村計画学で、農村地域が直面している様々な課題の解決
や、持続的発展の方策について社会科学的視点から研究を進めています。いわゆる地域活性化と呼ばれる分野です。農
村（フィールド）に行けば、我々が研究すべき課題は山ほどあります。学生さんには、教科書から学ぶだけでなく実際に
フィールドに出向き、五感を通して農村の現状を理解し、課題をみつけ、自分なりに解決策を考えて欲しいと思っていま
す。また、自分で課題を見つけ、解決策を考える経験は、社会に出ても必ず役立ちます。ゼミ活動や講義を通して、このよ
うな学びの機会をたくさん作っていきたいと思っています。どうぞ宜しくお願い致します。

着  任  挨  拶 講師山口 創環境学部
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　公立鳥取環境大学　理事長兼学長 高
橋 一 先生のお別れの会を、2017年9月27
日（水）に、本学の11講義室において執り行
いました。
  お別れの会には、平井伸治鳥取県知事や
深澤義彦鳥取市長をはじめ、鳥取大学学
長豊島良太様、高橋先生と公私ともに長き
にわたりお付き合いのあったハーバード大学

経営大学院教授竹内弘高様、県内外の大
学・企業の理事長・代表の皆様など、300名
を超える方々にご来場いただきました。
　閉会後、先生のお好きだったカントリー
ミュージックを背に、ご来場の皆様のほか、本
学学生や教職員も、高橋先生の祭壇に献
花をして頂き、先生との別れを惜しみました。

　「低炭素社会実現」を目指す提言誌「地
球温暖化」は、CO2削減と新・省エネビジネ
スを推進するために、日報ビジネスが発行し
ている環境情報誌です。
　高橋さんは、自身が参加している青年環
境NGO Cl imate Youth Japan（CYJ）で
COP23派遣事業の統括を務め、その取り
組みが本紙に取り上げられました。
　CYJはCOP16からユースの派遣を開始
し、今回2017年11月6日から11月17日ま
でドイツ・ボンで開催されたCOP23に、高
橋さんを含めた8名が派遣されました。派遣
された8名は、現地での活動の情報発信や
海外ユースとの交流、ジャパンパビリオンで
のワークショップの開催等を行いました。
　高橋さんは「今後もCOP派遣を継続し将
来世代の声を発信していくとともに、2020
年の東京五輪に向けたサスティナリンピッ
ク事業の活動も、
より活発にさせて
いきたい」とコメン
トしています。

環境学部4年
高橋 美佐紀さんが、
隔月刊「地球温暖化」
2018年1月号に掲載されました

　2017年10月25日（水）、本学の総合教育
科目として開講している「鳥取学」のゲストス
ピーカーとして、平井伸治・鳥取県知事をお
迎えしました。
　「鳥取学」は、「人と社会と自然との共生」を
考察する基盤を、鳥取地域を題材として学ぶ
1年次の必修科目で、鳥取地域の自然環境と
歴史文化を総合的に理解することを目的とし
ています。
　鳥取県の”今”と、その課題への”挑戦”の観
点についての平井知事による講義を、受講生
は真剣なまなざしで受講しました。講義の最
後には、受講生たちに向けて「Sma l l  i s  
beaut i fu l  ,  Smal l  i s  power fu l .  小さい
からこそ、つか
めるチャンス
がある！」と激
励のメッセー
ジを送られま
した。

経営学部生有志が、
第二回関西広域連合
若者世代による意見交換会
プレゼンテーションにおいて
準優秀賞を受賞しました

～鳥取県の“今”と、
課題への“挑戦”を学ぼう！～
「鳥取学」のゲストスピーカー
に平井伸治・鳥取県知事を
お迎えしました

　2017年9月8日(金)にとりぎん文化会館で
開催された、関西広域連合主催の第二回若
者世代との意見交換会のプレゼンテーショ
ンで経営学部7名のチームが準優秀賞を受
賞しました。
　第二回目となる今回は「人口減少社会に
対する、関西の魅力向上策について」という
課題に対し、8つの大学・大学院から9チーム
のプレゼンテーションがありました。
　学生は鳥取県庁・鳥取県南部町役場・鳥
取県南部町観光協会・株式会社緑水園の
方々へのヒアリングを行い、『遊休資源の活
用バイブル作り』をテーマに発表しました。
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第14回 環大コンペの結果について第14回 環大コンペの結果について
これぞ田舎の最先端！？鳥取ツーリズム
【 第1位  】 （賞金10万円）【 第1位  】 （賞金10万円）

団体名：サイクリング部

智頭歴史トランプで
遊ぼう！

【 第2位  】 （賞金8万円）【 第2位  】 （賞金8万円）

団体名：CRT

ふる里鳥取の
砂丘ガエル展

【 第3位  】 （賞金5万円）【 第3位  】 （賞金5万円）

団体名：            公立鳥取環境大学
まちなかキャンパス里山生物園

地域の遊休資源の課題を解決する！
大学生目線で作る「遊休資源の活用バイブル」

【 奨励賞 】 （賞金１万円）【 奨励賞 】 （賞金１万円）

団体名：関西広域連合公立鳥取環境大学チーム

五臓圓カフェ
団体名：カフェプロジェクト

　環大コンペとは「公立鳥取環境大学を支援する会」主催のイ
ベントで、大学生活の向上と地域社会に貢献する企画を学内か
ら募集して、優秀企画（団体）を表彰し副賞を授与するものです。
　今年度は7団体7企画の応募があり、書類審査、プレゼンテー
ション審査を経て、右記のとおり入賞企画が決定しました。 平成
29年12月27日の受賞式では、同会の英（はなふさ）会長より、
「環大コンペが、企画力・プレゼン力を養うよい機会となってくれ
たらと思う。いろいろな考え方を身に付けて、今後も新しい発想
でチャレンジを続けてほしい」と激励の言葉をいただきました。ま
た、1位に輝いた「サイクリング部」が参加者を代表して「活動を
サポートしてくださった皆さんに感謝している」とお礼の言葉を述
べ、企画のプレゼンを披露しました。

　こんにちは、2016年4月に環境学部に着
任した山本敦史といいます。現在、研究室の
立ち上げを進めています。
　私のそれまでの専門は環境汚染物質分
析で、環境中の汚染物質に関する仕事は、
非常に微量の、例えば50メートルプールに1
滴というような微量の汚染物質を見つけると
ころから始まります。もちろん、これらの汚染
物質は目で見て見つけられるものでは無く、
大型の分析機器を使います。世の中には
様々な分析技術・機器がありますが、環境試
料のように色々なものが混ざった中にある汚
染物質を分析するためには、質量分析という
技術が最もよく使われています。質量分析
は、簡単にいえば、物質の質量を量るもの
で、違うものがたくさん混ざっていても質量の
違いにより個別の成分を分けて取り出すこと
ができます。

　それまで、質量分析計のような大型分析
機器は大学内になかったのですが、多くの
方々のご協力により現在5台の質量分析計
が実験研究棟内で稼働しています。最新の
装置もあれば、ウィンドウズNT4 で動いてい
るもの（装置メーカーの方が懐かしい装置に
感激して写真を撮って帰られるくらいです）
もあります。なかなか地方でこれだけ質量分
析計が揃った分析室も少ないのではないか
と今では少し自慢ですね。これらの質量分析
計は環境汚染物質の測定に特化しているか
というとそうではなくて、他にも健康を害する
物質・有用な役立つ物質の分析にも使うこ
とができます。例えば今、食品の包装・容器
に関する研究課題に取り組んでいます。包
装・容器の素材はそれらに含まれる成分が
食品に移行する可能性があります。もちろ
ん、規制の対象となっている成分が含まれな
いことはメーカーや行政によって監視されて
います。ただ包装や容器も食品の劣化を防
ぐ等機能向上が進んでいて、新素材が次々
開発されています。そのためメーカーや行政
も含まれるすべての成分を調べるのが難しく
なっています。そこに化学分析による研究課
題としての意義ができます。先端の質量分析
は進歩が目まぐるしく、これまでの規制で見

落とされている物質を見つけることができる
可能性があります。国際的にも包装・容器に
含まれる原材料の不純物や副反応物等の
非意図的添加物への注目が高まっていま
す。質量分析を使った包装・容器からの漏れ
出す成分についての研究成果は2017年8月
ワシントンDCで開催されたアメリカ化学会で
発表しました。

　

　この手法は、農産物の有用成分探索や産
地による違い等を見いだすことにも使える可
能性もありますので、環境汚染物質分析に
限らず、地域の役に立っていきたいですね。▲ 分析機器たち

▲ 有効成分は見つかるか？

▲ 楽しそう

環境学部

山本 敦史 講師
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　私達サッカー部は毎週火、水、土曜日に活動しています。部員総数
31名で楽しく活動しています。練習は自分たちで考え、試合で勝つため
にどうするべきか話し合いながら行っています。
　時に意見が分かれたりして部員同士がぶつかるときもありましたが、
昨年はチーム一丸となって挑んだ、鳥取県東部地区社会人リーグ1部
で優勝することができました。悪天候な中でのプレーや、なかなか人が
集まらない状況での試合などつらい時もありましたが、試合を終えてみ
ての達成感は大きかったです。
　大学から始めた人や、高校、中学ではやめていたが大学では少しやっ
てみようかなといった部員も多いので、初心者でも気軽にプレーできる
環境だと思います。ぜひ一度体験されてみてはいかがでしょうか。新入
部員は常時募集しておりますのでみんなで盛り上げていきましょう。

サッカー部

代表：小川 剛平 （ 経営学部  2年 ）
代表：池本 さなえ （ 経営学部  3年 ）

　私たちInformationCollection部は、現在18名で活動しています。主
な活動内容は、年に2回発行する、フリーペーパー（情報誌）の制作・
発行です。テーマは毎回部員が決めるのですが、一昨年は、公立鳥取
環境大学生をはじめとする、鳥取の大学生に鳥取の企業を紹介しま
した。賀露や青谷、白兎、鳥取駅周辺などでインタビュー調査をしつ
つ、部員のメンバーと一緒に観光したりして、楽しみました。去年は、鳥
取市の高校生を対象に、公立鳥取環境大学のことをもっと多くの方
に知ってもらうことをテーマにし、制作しました。内容は、環謝祭や英
語村、サークル活動などについて、インタビュー調査を通して私たち公
立鳥取環境大学の学生目線で制作し、鳥取駅、津ノ井駅で鳥取市の
高校生へ配布しました。
　InformationCollection部というサークルは、まだ歴史が浅いですが、
公立鳥取環境大学の魅力をもっと多くの方々にお伝えできるように、
これからも頑張っていきます。

InformationCollection部

TUESしゃんしゃん愛好会　代表：大井 有美衣（環境学部2年）
第17回公立鳥取環境大学　大学祭実行委員会
委員長：飯塚 孝之（経営学部2年）

　2017年8月14日第53回鳥取しゃんしゃん祭一斉傘踊りに、踊り子・スタッフ総
勢122名の学生が公立鳥取環境大学Ａ連・Ｂ連として参加しました。昨年度より
参加人数が格段に増え、より活気のあるしゃんしゃん祭となりました。
　総代とリーダーを中心に本番に向けて踊りの練習を行い、他学年との交流を深
めることができました。本番当日は雨天であったため、途中中止となりましたが、参
加者全員が一体となって踊りを盛り上げ、楽しむことができました。
　第53回鳥取しゃんしゃん祭に参加するにあたり、様々な面でご協力いただいた
皆様へ、この場をお借りして、心より御礼申し上げます。TUESしゃんしゃん愛好会
はこれからも、地域社会とのつながりを大切にし、精一杯鳥取しゃんしゃん祭に
参加する学生のサポートをして参りますのでよろしくお願い致します。

　2017年10月21日、第17回環謝祭を開催しました。
　今年度は、台風の影響により21日のみの開催となりましたが、当日
は、約27の企画や多種多様なイベントを実施し、盛り上げることがで
きました。特に、 “ハイキングウォーキング”と“Ｒ藤本”と“クレメンス”を
招いた「爆笑お笑いＬＩＶＥ」では、鳥取にゆかりのあるネタも織り交ぜ
ていただき大盛況のステージとなりました。また、模擬店は44団体が出
店し、地域企業団体の方々にも模擬店を盛り上げていただきました。
　第17回環謝祭を開催するにあたり、ご協力いただいたみなさまへ、
この場をお借りして委員会を代表し、心より御礼申し上げます。来年度
も多くのお客様のご来場を委員一同、心よりお待ちしております。

【 環謝祭レポート】
【 第53回鳥取しゃんしゃん祭りに参加して 】
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　大学での英語村のほか、本学まちなかキャンパスで毎
週木曜日に行う「まちなか英語村」、地域に出かけて行う
「出張英語村」があります。「出張英語村」では、高校と連
携した取組みも行っています。
　いずれも参加された皆様から大変ご好評をいただい
ています。

まちなか英語村 鳥取東高等学校での出張英語村　本学では、自由な雰囲気のなかで、多様なイン
グリッシュスピーカーとの会話やアクティビティ（料
理、クラフト作成、ゲームなど）を通じて、異文化を
体感しながら楽しく学べる「英語村」を開設してい
ます。手軽に英語に触れられる実践の場として毎
日のように英語村に通い、語学力を磨いて海外留
学に挑戦する学生もたくさんいます。

　英語村をきっかけに、英検や
英語でのプレゼンテーションに
何度か挑戦しました。中でも海外
留学を通し、多くの人との出会い
からコミュニケーション能力や物
事にチャレンジする力を養うこと
ができました。
　英語村には大学生活において
再度自分を見つめ直し、視野を
広げるチャンスがあります。

大津賀 浩世
（ 環境学部  3年 ）イベント

の様子

学 生
インタビュー

　森林セラピーは、医学的に解明された森林浴効果のことで、都会で
ストレスの多い生活をしている人たちに森林浴体験を通じてストレス
を癒し、都会と森林地域の交流、ひいては森林地域の活性化も期待さ
れています。全国62か所の森林セラピー基地等では、専門のガイドに
よるウォーキングに加え、現地の新鮮な食材による食事の提供や森林
でのヨガ体験等のメニューも実施されています。

取組を把握させていただきま
した。その結果を踏まえ、
2017年度は、八頭町八東ふ
るさとの森と同町の主要な
観光資源を対象にした調査
を実施しています。本プロ
ジェクト研究は、本学の「麒
麟の知（地）による学生教育
プログラムの開発・展開」の
一環ともなっています。今年
度は、これまでの先輩達の研究成果をフォローしつつ、手分けして関
連書籍や資料を調べ、10月29日に智頭町芦津の森林セラピーロー
ド、11月26日に八頭町八東ふるさとの森に現地見学に出かけました。
智頭町では、ガイドの方の説明を受け、ウォーキングや五感を研ぎす
ます体験をし、八頭町では、八東ふるさとの森の所長さんの講義と案
内でふるさとの森事業の現状と課題を理解することができました。
　現在、「鳥取県に住むことになり、鳥取県内を旅してみようという環
境大学生や教員の視点」＋「森林セラピー基地の取組から得られた知
識の応用」によって、鳥取県内市町村の「住まうように旅する」の実現
に向け、何か貢献できるような提案をすべく、メンバー全員で取り組ん
でいるところです。

　経営学部　細野担当プロ研1

～４では、2014年度より、森林セ
ラピー事業の展開と農山村の再
生をテーマとし、鳥取県智頭町の
森林セラピーコースの現地見学
や全国の森林セラピー基地等担
当者や智頭町事業参加者へのア
ンケート調査などを行ってきまし

た。その結果、森林セラピー基地の中でも、先進的な取組が行われて
いる地域は、体験型交流型の観光を重視するエコツーリズムやヘルス
ツーリズムなどのニューツーリズムの観点からも高い評価を得ている
ことを明らかにできました。こうした森林セラピー基地での取組を活用
し、鳥取県各市町村におけるニューツーリズム振興を図るべく、市町
村関係課に対するアンケート調査を行い、今後観光で活用したいと考
えている森林や参考にしたいと考えている森林セラピー基地における

プロ研2 ： 金森秋波、﨑野奈央、杉本糸音、征矢勇人、高須賀大（環境学部）／金山あかね、桒原圭希、
　　　　　小林亮太、島村聡汰（経営学部）
プロ研4 ： 藤井和将、松原甲斐、栁町周（環境学部）／松本果子、森永大貴、山中薫、和田侑大（経営学部）

経営学部　細野宏 教授プロジェクトアドバイザー

プロジェクトメンバー

先進的な森林セラピー基地の取組を踏まえた鳥取県八頭町におけるニューツーリズム振興方策
プロジェクト名

▲ 智頭町での森林セラピー体験の様子
　 生憎の雨でしたが・・・

▲ 八東ふるさとの森　高田所長による講義
    外では既に降った雪が残っていました。
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2016年度の決算の概要は次のとおりです。詳しい情報は大学のホームページでご確認ください。
〈 http://www.kankyo-u.ac.jp/about/announcement/report_since2012/ 〉

損益計算書損益計算書
収          益

項 目 割合（％）金 額（円）
運営費交付金収益
入学金収益
授業料収益
検定料収益
受託研究・事業等収益
補助金等収益
寄附金収益
資産見返負債戻入
財務収益
雑益
合計

915,643,867 
87,777,200 

633,717,405 
22,015,600 
32,713,860 
13,087,837 
1,631,076 
59,224,797 
7,327,623 
23,718,220

1,796,857,485

51％
5％
35％
1％
2％
1％
0％
3％
1％
1％

100％

収          益
大学の収益は主に、設置者（鳥取県及び鳥取市）からの運
営費交付金（51%）と学生からの授業料、入学金等の納付
金（41%）です。

費          用
項 目 割合（％）金 額（円）

教育経費
研究・教育研究支援経費
受託研究・事業費
人件費
一般管理費
財務費用等
雑損
当期総利益

合計

257,428,636 
179,324,123 
30,416,825 
990,472,085 
131,696,483 

262,858
 86,400

207,175,856
1,796,863,266

14％
10％
2％
55％
7％
0％
0％
12％
100％

費          用
大学の費用は主に、教育経費（14%）、研究・教育研究支
援経費（10%）、役員・教職員の人件費（55%）、一般管理
費（7%）となっています。また、当期総利益（12%）159,065
千円全額を目的積立金とすることが設置者より承認され
ています。

目的積立金：大学が定める目的（学生の教育の質の向
上及び施設設備の改善）のために、次年度以降に支出
できる資金です。

※

貸借対照表貸借対照表
資          産

項 目 割合（％）金 額（円）
土地
建物、構築物、
工具器具備品他
図書
有価証券等
現預金
未収入金等

合計

3,514,650,000 

5,285,509,182 

341,534,324 
250,595,551 

1,000,817,682 
98,424,604 

10,491,531,343

34％
　50％

3％
2％
10％
1％

100％

資          産
大学の保有する資産はその大部分が土地・建物等
（80%）ですが、有価証券・現預金も12%を占めていま
す。また、図書は全体の3%となります。

負 債・純 資 産
項 目 割合（％）金 額（円）

固定負債
流動負債
資本金・資本余剰金
利益剰余金

合計

779,500,738 
613,410,632 

8,347,178,764 
751,441,209 

10,491,531,343

7％
6％
80％
7％

100％

負 債・純 資 産
資本金は設置者から出資を受けたものです（鳥取県
50%、鳥取市50%）。また、流動負債の82%は寄附金債
務で、固定負債の99%は資産見返負債です。

寄附金債務：寄附金のうち次年度以降に支出できる
もので、見合いの資金を資産で保有しています。
資産見返負債：運営費交付金等で取得した固定資
産の見合いの金額を減価償却費にあてるため計上
するものです。
この２つは地方独立行政法人会計に特有の勘定科
目です。

※

　2017年度公立鳥取環境大学 学部・大学院学位授
与式を下記の通り執り行います。本学での大学生活にお
いて、大いに学び、多くの経験を得ました。それらを胸に、
大きく羽ばたいていく学生の晴れ姿をぜひご覧ください。
ご家族の皆様をはじめ多数のご来場を心よりお待ちして
おります。詳細は、ホームページにてご案内いたします。

【 日時 】 2018年3月20日（火）

公立鳥取環境大学総務課 TEL /（0857）38-6700
〈 お問い合わせ先 〉

● 受付開始/9：30  ● 開　式/10：00
● 終了予定/12：30

1973年（昭48）　京都大学 農学部 農芸化学科 卒業
1975年（昭50）　京都大学大学院 農学研究科 農芸化学専攻 修士課程修了
1978年（昭53）　京都大学大学院 農学研究科 農芸化学専攻 博士課程修了
1979年（昭54）　京都大学博士（農学）

〈 学 歴 〉
1979年（昭54）　京都大学化学研究所 助手
1983年（昭58）　米国マサチューセッツ工科大学化学部留学（～1984・昭59）
1989年（平元）　京都大学化学研究所 助教授
1996年（平 8）　京都大学化学研究所 教授
2005年（平17）　京都大学化学研究所 所長（～2008・平20）
2008年（平20）　京都大学理事・副学長（～2014・平26）
2014年（平26）　京都大学名誉教授
2015年（平27）　放送大学京都学習センター所長、特任教授（現在に至る）

〈 職 歴 〉

【 会場 】とりぎん文化会館  梨花ホール
           （鳥取市尚徳町101）

3.学歴・職歴

京都大学名誉教授

えさき　  の ぶ よし

江﨑 信芳

2.次期理事長（学長）の任期

1.次期理事長（学長）予定者の氏名・現職名

平成30年4月1日～平成34年3月31日（4年間）

2017年度
学部・大学院学位授与式
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